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Fe-Co-Ni合金組成をコントロールすることが重要である。そこで、第三章では、1673 K における Fe-Co-Ni-O 系の酸
化物相（FeO-CoO-NiO）と金属（Fe-Co-Ni）間の相平衡関係を実験的に明らかにした。所定の組成に作製作成した
Fe-Co-Ni合金坩堝を金属相とし、MoSi2を発熱体とする縦型電気炉の反応管内でCO-CO2混合ガス雰囲気下で坩堝中
に充填した酸化物と平衡させ、その後、SEM-EDS（Scanning Electron Microscopy- Energy Dispersive X-ray Spectroscopy）
によって平衡組成の分析を行った。主な結論を以下に示した。（1）一定酸素分圧下では、Fe-Co-Ni 金属と平衡す
る FeO-CoO-NiO の組成は酸化物三元系中央部で高 NiO 濃度の方向に向かって張り出し、酸素分圧を増加させ
ると、酸化物と平衡する Fe-Co-Ni 合金の組成は低 Fe、低 Co となる傾向があることが明らかになった。（2）
FeO-CoO-NiO三元系中 NiO と CoO の活量係数を実験的に得た。NiO と CoO はラウールの法則から負に変倚






量係数は 1.1~4.5 の範囲で変化することがわかった。（2）塩基度を 1 としたスラグ中アルミナ濃度を増加させる






















Fig. 2. Elements radar chart for the elements distribution 
during the recycling process of different metals by remelting. 
